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                          平成平成 2222 年 1 月 10 日年 1 月 10 日

   1 月の予定
教会委員会       1 月 10 日
神の母聖マリア祭日 1 月   1 日 10 時
成人式         1 月 10 日
聖パウロの回心祝日 1 月 25 日 10 時
信徒大会        1 月 31 日ミサ後

広報   なかわだ

新春のお喜びを謹んで申し上げます。

昨年中は多くの方々が教会のためにご奉仕して下さり、そしてお祈りして下さり、感謝申し上感謝申し上

げます。

交わりとしての教会をめざして、私たちの中和田教会は少しずつ変化し、少しずつ教会の中に

良い芽が育っていると思います。

小学校に通う前の子ども達、いつも主日ミサの献金の奉納の奉仕をして下さり、ありがとうご

ざいます。初聖体を受ける前の小学生、初聖体の後の小学生が、しっかりした姿勢で侍者の奉仕

をして下さる姿を見ると、信仰の面で、生き方の面で勇気づけられ、励まされます。中学生、高

校生が侍者服を着用して祭壇の前に立っている姿は、立派なおとなの奉仕者として奉仕して下さっ

ていると実感いたします。

教会は、からし種のたとえから考えると、まだまだ小さいですし、こうすれば良い、ああすれ

ば良いという所もいっぱいありますが、少しずつ成長しております。今年一年、中和田教会の良

い所を生かしてまいりましょう。中和田教会は、良い所を生かす教会だと思います。

私たちの教会は、神の母・聖マリア様のご保護をいただいている教会です。マリア様はイエス

様のお母さんですから、中和田教会の私たちの声を、私たちの願いを聞いてくださいます。小さ

な願いを祈りに託して、マリア様に捧げましょう。ご病気の方、困難を感じておられる方が、マ

リア様の手で支えられますように。そのために聖母への祈りを忘れないようにいたしましょう。

第 ３６３ 号

良い所を生かす教会

主任司祭   小 林   陽 一

日 曜 ミ サ ・ 勉 強 会 備      考
  1 金 神の母聖マリア祭日 祭日ミサ  (10 時 )

  3 日 主の公現 主日ミサ  (  9 時 )

  8 金 初金ミサ  (10 時 )

  9 土 主日ミサ  (18 時 ) 掃除 2 Ｇ

10 日 主の降誕祭洗礼 主日ミサ  (  9 時 ) 成人式・教会委員会

16 土 掃除 3 Ｇ

17 日 年間第二主日 主日ミサ  (  9 時 )

23 土 掃除 4 Ｇ

24 日 年間第三主日 子どもと共に捧げるミサ  (9 時 )

25 月 聖パウロの回心祝日 祝日ミサ  (10 時 )

30 土 掃除 3 Ｇ

31 日 年間第四主日 主日ミサ  (  9 時 ) 信徒大会  ( ミサ後 )

典 礼 こ よ み   （1 月）

中和田教会前庭マリア様像 (12 月 24 日撮影 )

信徒大会は重要な議題も多いの
で、皆様是非ともご出席下さい。



ご報告とお礼
福祉グループ

社会の経済不安が続く中、みなさまと共に何らかの支援が出来たらと思い、「愛のビン」を置かせて
いただきましたところ、総額で 2 万 2500 円が集まりました。

募金へのご協力ありがとうございました。

福祉グループで送り先について検討のうえ、なるべく早くお届けしたいと思っています。
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共同回心式の報告

典礼グループ

今年の待降節黙想会は山手教会谷脇慎太郎師にお願いいたしました。

以下に黙想会・共同回心式の様子をご報告致します。

(1) 日時・参加者：  09. 12. 12（土）13：30 ～ 16：40      参加者：  20 名

(2) 黙想会内容

a.  テーマ：  「私たちの信仰生活の見直し」

b.  講話要旨：

☆ 信仰生活とは

信仰とは「キリストに倣って生活をする」ことであり、私たちがこの世で暮らしていくこと、生
きていく（衣・食・住・旅行等の楽しみ））とは大きな隔たりがあり、一つにすることは難しい事です。

☆思い込みと信じることの違い

キリストを信じていても、（特に）都会では人前で「自分がカトリック信者だ」とは言えない面が
有ります、日本人の心は「無信心が多く」信仰を理解されない面があるようです。

この点について、谷脇師は長崎に居られた時（福岡の神学校時代まで）は、集落全体がカトリッ
ク信者であり、「キリストに倣う生活だった」と、故郷について話されました。

しかし、上京して見ると現実が変わってきました。東京の友人は「信仰は思い込みである」と言い、
私は彼に対して「自分はカトリック信者で司祭を目指している」と決意を話しました。その友人か
らは「宗教に結びつくと言う事は、自分達の法律の中での思い込みではないのか」、そしてそれが嵩
じると、「カルトに繋がっていくのではないのか」とも言われたこともあります。

そんな中、東京神学校に再入学して見ると、三年前に受洗した学生、両親の離婚を経験した学生
と共に学び「信仰を理解するため、相手を信じ、自分の殻から抜け出す」ことを一生かけてやらな
ければならない事だと、今は感じています。

☆ 信仰者イエスについて

「イエスは、この世の中を一人の人間として生き、その一生は神の愛｛三位一体の交わり｝に守ら
れ、私達を受け止めてくれる神として生きられた姿」に、私たちも招かれるのです。そして、キリ
スト者の模範であるマリアの生き方についても、「お言葉どおり、この身になりますように」と祈る
ことができるのです。

☆ 「許しの秘跡」について

この後行われる「許しの秘跡は、神と出会う場」であり、心の中に抱えている物をさらけ出し、
神のご慈悲したがって許しを願い、「哀れんでください」と結ばれました。

(3)  共同回心式：  谷脇師は告解部屋・小林師は仮告解部屋（応接室）

(4) ミサ：  谷脇師・小林師共同司式

(5) 懇親会：  谷脇神父様は、佐世保に生まれて福岡の神学校から東京神学校を経て、二年前に横浜教区司
祭になられ、現在山手教会に居られます。また、二児の弟様も司祭叙階されています。

反 省

今回の黙想会参加者は 20 名と、前回（3 月 28 日四旬節黙想会、岩間師 40 名）の 50% でした。折角、忙し
い中講話をお願いしましたが、出席者が少なく残念でした。

次回は、皆様のご意見をいただきながら良いものにしたいと思っております。
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要 理 学 校 だ よ り

12 月    6 日   赦しの秘跡と聖劇練習

12 月 13 日   聖劇練習

12 月 20 日   聖劇練習とクリスマス会

お母様方の御協力の下、楽しいクリスマス会を催すことができました。小林神父様と一緒
に昼食を頂き、そのあと『こいぬのうんち』という、韓国でキリスト教児童文学賞を受賞
した絵本をもとに、アニメ化された DVD を見ました。社会の片隅で生きる弱い者への優し
さが詰まったお話しでした。そして、カルタ取り、ビンゴなど楽しい一時を過ごしました。

12 月 24 日   聖劇発表

12 月活動報告12 月活動報告
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は
人
数
も

は
人
数
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
盛
り
上
が
っ
た
。
今

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
盛
り
上
が
っ
た
。
今

後
も
継
続
す
る
。

後
も
継
続
す
る
。

第
5

地
区
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
継
続
し
て

き
た
。
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
出
る
予
定
。

今
後
そ
の
具
現
化
が
課
題
。
3

ブ
ロ
ッ

ク
化
し
（
藤
沢
・
片
瀬
、
大
船
・
梶
が
谷
、

戸
塚
・
原
宿
・
中
和
田
）
活
動
。
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
横
の
連
携
が
強
ま
る
見
通
し
。

来
年
度
体
制
は
大
船
久
我
神
父
、
戸
塚

小
林
委
員
長
が
世
話
役
。

(2) 

委
員
の
改
選

：：    
公
募
へ
の
立
候
補
は
ま

だ
無
い
。
1

月
の
委
員
会
で
新
体
制
の
最

終
確
定
。
信
徒
大
会
に
て
切
り
替
わ
り
。

(3) 

信
徒
大
会

：：    
1

月
31
日
に
開
催
。

■
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連
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・
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事
項

■
各
グ
ル
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プ
連
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・
報
告
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項

a. 

営
繕
関
係

：：        

10
/
31
現
在
で
、

12
/
4 

ダ
ス
キ
ン
に
依
頼
し
、
聖
堂
大

掃
除
を
実
施
し
た
。

土
足
化
対
策
で
、
ダ
ス
キ
ン
と
11
/
22
～

10
年
2

/
2

ま
で
リ
ー
ス
契
約
。
こ
の
後

の
本
格
契
約
に
つ
い
て
は
信
徒
大
会
に

諮
る
。

電
気
関
係
設
備
整
備
を
12
月
中
旬
に
実

施
す
る
。
香
部
屋
エ
ア
コ
ン
、
聖
堂
の

天
井
フ
ァ
ン
、
照
明
器
具
、
コ
ン
セ
ン

ト
増
設
等
で
33
万
円
。

火
災
報
知
器
を
3

カ
所
に
設
置
予
定
。

b. 

財
務
G

：：  

21
年
度
内
会
計
処
理
と
し
て
、
信
徒
会

計
口
座
を
解
約
し
、
残
高5

8
6

,9
4

8

円

を
建
設
会
計3

0
0

,0
0

0

、
一
般
会
計

2
3

6
,9

4
8

、
福
祉
グ
ル
ー
プ
に5

0
,0

0
0

と
振
り
替
え
る
こ
と
と
す
る
。

22
年
度
予
算
の
方
向
と
し
て
、
建
設
会

計
支
出
を200

万
円(

祭
壇
周
り
、
建
物

設
備
関
係)

見
込
む
。

c.c.  

教教
会
建
物
を
考
え
る
会 (

08 

年 

2
月
発

足)

：：    
数
十
項
目
に
亘
る
課
題
と
そ
の

対
策
に
つ
き
報
告
さ
れ
た
。
09
年
度
迄
対

策
を
推
進
し
て
き
た
。
10
年
度
と
し
て
は

祭
壇
周
り
、
電
気
工
事
、
放
送
設
備
関
係
、

聖
堂
避
難
路
整
備
等
を
検
討
中
。

小
林
神
父
要
望

：： 

祭
壇
回
り
は
司
教
館

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
欲
し
い
。

d. 

典
礼
G

：：    



典
礼
こ
よ
み

共
同
回
心
式: 

25
名
と
少
な
か
っ
た
。
こ

れ
で
良
い
か
今
後
の
検
討
。

主
の
降
誕
深
夜
ミ
サ 

19
時
。
1

月
1

日

ミ
サ
10
時
、
成
人
式
1

月
10
日
。


中
和
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
案
内

：：

原
案
を
作
成
し
た
の
で
今
後
冊
子
と
し

て
配
布
す
る
。

e. 

行
事
G

：：   

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
、
飾
り
付
け
を
完
了
。

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
後
の
分
か
ち
合
い

：： 

集
会
室
で
サ
ロ
ン
形
式
に
て
実
施
。

行
事
グ
ル
ー
プ
の
編
成

：：  

若
い
方
々
も

参
加
し
や
す
い
よ
う
、
地
区
割
に
再
編

す
る
こ
と
と
し
た
。

f. 

事
務
G

：：    

掃
除
に
男
子
の
参
加
を
希
望
。
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
ミ
サ
後
の
実
施
も
検
討

で
き
な
い
か
と
の
要
望
あ
り
。

g. 

要
理
G

：：  

12
/
20
子
供
達
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
新
集

会
室
を
使
用
。
24
日
19
時
よ
り
聖
劇
ス

タ
ー
ト
。

来
年
度
は
宣
教
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
を

頂
い
て
活
動
。

h. 

広
報
G

：：  
交
流
を
深
め
る
た
め
、
他
教

会
に
広
報
を
発
送
し
た
。

i. 

宣
教
G

：：    



第
5

地
区
短
期
セ
ミ
ナ
ー
は
盛
大
に
実

施
さ
れ
た
。
来
年
は
5

/
22
戸
塚
教
会
に

て
、
講
師
は
松
井
友
さ
ん
。
各
教
会
の

分
担
金
は
不
要
の
見
込
み
。



宮
内
助
祭
の
4

/
29
叙
階
式
に
向
け
動
い

て
い
る
。
中
和
田
教
会
と
し
て
協
力
内

容
が
は
っ
き
り
し
た
ら
、
皆
さ
ん
に
お

願
い
す
る
。

■ 

小
林
神
父
か
ら
の
お
話

(1) 

結
婚
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
崎
智
史
氏
、
成
田
千
里
さ
ん 

12
/
12

茅
ヶ
崎
教
会

(2) 

共
同
回
心
式
ご
苦
労
様
で
し
た
。

(3) 

成
人
式

：：  
1

月
10
日
。
対
象
者
二
名
。

(4) 

初
金
ミ
サ
は
、
1

月
8

日
に
ず
ら
す
。

(5) 

ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
時
、
特
に
外
泊
は
考

え
て
い
な
い
。

■ 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。　

旧
年
中
は
、
教
会
運
営
に
信

徒
各
位
の
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
、
ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
触
れ
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
第
5

地
区
の

共
同
宣
教
司
牧
の
改
革
に
向
け
て
の
動

き
が
始
ま
り
ま
す
。　

具
体
的
に
は
、「
祈

る
」「
伝
え
る
」「
証
し
す
る
」
の
深
耕

と
組
織
化
、
近
隣
教
会
と
の
連
携
の
強

化
、
な
ど
で
す
が
、
今
ま
で
に
私
た
ち

が
経
験
し
て
い
な
い
課
題
も
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。　

全
員
参
加
で
、
よ
り

高
次
の
共
同
体
の
実
現
に
向
け
て
、
信

徒
各
位
の
積
極
的
な
ご
参
画
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

ご
降
誕
ミ
サ
が
12
月
24
日
、
25
日
に
捧

げ
ら
れ
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
滞
り
な

く
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

と
く
に
24
日
の
深
夜
ミ
サ
で
は
、
教
会

学
校
の
皆
さ
ん
に
よ
る
聖
劇
、
ご
降
誕

ミ
サ
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に
よ
る

聖
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、
参
列

者
一
同
喜
び
を
分
ち
合
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■ 

1
月
31
日
に
主
日
ミ
サ
終

了
後
、
恒
例
の
年
一
度
の

信
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
教
会

運
営
に
関
わ
る
方
針
、
予
算
、
教
会
委

員
改
選
な
ど
に
つ
い
て
、
信
徒
全
員
で

議
論
す
る
重
要
な
機
会
で
す
。

今
か
ら
是
非
各
位
の
ご
予
定
に
加
え
て

頂
き
、
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

ご
結
婚 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

使
徒
ヨ
ハ
ネ

宮
崎
智
史
さ
ん
、
成
田
千
里
さ
ん

12
月
12
日   

茅
ヶ
崎
教
会
に
て

■ 

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付
け

飾
り
付
け

ベ
ト
ナ
ム
の
方
々
が

立
派
な
馬
小
屋
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 お

知

ら

せ


